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 令和６年２月２２日会議概要  

                           

第１　日時　 

　　　令和６年２月22日（木）午前９時20分から午後０時05分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　増田委員長、在田委員、池坊委員、森委員、森田委員 

　　　警察本部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、警備部長、　　

　　　京都市警察部長、情報通信部長、総務部次長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要 

　１　委員報告 

      令和６年能登半島地震に関する援助要求決裁 

      委員から、令和６年能登半島地震に伴い警察法第60条第１項に基づく石川県公安委員会か

　　らの援助要求があり、２月20日、警護部隊を特別派遣することを決定した旨、報告があった。 

 

　２　議題 

　(1) 被疑者取調べの監督の実施状況について（令和５年中）　　　       　　 

    総務部長から、令和５年中の取調べ監督実施状況について報告があった。取調べの件数、

　視認及び巡察の回数、取調べに関する苦情の申出、調査の件数に加え、令和５年中の監督

 　対象行為はなかった旨、説明があった。

 

(2) 小中学生等を対象とした体験型業務説明会の開催について　　　    　　 

    警務部長から、京都府警察官採用活動の一環として、小中学生等を対象とした体験型業

　務説明会を開催する旨、報告があった。３月２日に中学生以上を、３月３日に小学生をそ

　れぞれ対象とし、警察官の業務体験を始め小学生を対象とした業務説明会では、学生防犯

　ボランティア「ロックモンキーズ」による体験型教室を行うなど、警察官への憧れをより

 　具体的にイメージし、将来警察官を目指してもらうきっかけとしたい旨、説明があった。

    委員から、「子供の頃に憧れていても、年齢が上がるごとに志望者が少なくなるのは、徐

　々に警察官の責任の重さや厳しさ等実態がわかってくるということであると思う。そうい

　った中でも社会の役に立っているとか、府民に感謝されていることを感じることができる

　ような催しになればより一層効果が上がると思う。充実した内容になるようによろしくお

　願いする。」旨、発言があった。　　　 

 

(3) 令和６年全国優秀警察職員表彰（警察功労章）受章者の決定等について    

    警務部長から、長期にわたり職務に勉励し多くの功労を挙げ、一般の模範と認められた

　警察職員に対する全国優秀警察職員表彰（警察功労章）について、京都府から２名の警察

 　官の受章が決定した旨、報告があった。

  　委員から、「今後ともこの両名が活躍されることを祈念する。」旨、発言があった。 

 

(4) 新しい犯罪鑑識活動服の整備計画について　　　　　　　　　　　　　   

      刑事部長から、犯罪鑑識に従事する職員が、いかなる現場においても適切に鑑識活動を
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　行い、犯罪の証拠を適切かつ確実に収集することができる環境を整備することを目的に、

　新たな犯罪鑑識活動服を整備する旨、報告があった。活動服はこれまでのものに比べ伸縮

　性があり、体温調節機能や運動機能が高くなるほか、女性用を導入するもので、本年10月

 　より、本部鑑識課員から順次運用開始する旨、説明があった。

　　　委員から、「機能性素材は、近年目覚ましく改良開発されている。新たな技術革新の成果

　は積極的に取り入れて、鑑識活動がより高度化されるようにしていただきたいと思う。」旨、

 　発言があった。

 

　(5) 会員制オンライン麻雀サイト運営者による賭博場開張図利事件の検挙について 

      サイバーセンター長から、サイバー捜査課及び生活保安課では、インターネット上で賭

博サイトを違法に運営したとして、本年２月18日、被疑者７人を賭博場開張図利の罪で逮

 捕した旨、報告があった。

　　　同サイトは、会員自らがレートを選択できるため、ギャンブル性が高く、被疑者等は、

約10年間の運営期間中、約７万４千人の会員を集め、約23億円という膨大な売り上げをあ

げていたと見られていること、またオンライン賭博サイトの運営者を賭博場開張図利で検

 挙するのは全国初であることなどについて説明があった。

　　　生活安全部では、今後も悪質なオンラインカジノに対する取締りを行うと共に、警察庁

や消費者庁との連携により、オンラインによる賭博は犯罪であることを広く周知していく

 旨、説明があった。

      委員から「今回初めて賭博サイトの運営者を検挙したということであるが、抑止の面か

らも非常に効果的だと思う。引き続きよろしくお願いする。」旨、発言があった。 

 

　(6) 監察案件                                                           

         首席監察官から、監察案件１件について報告があった。

 

　３　個別決裁 

　　(1) 犯罪被害者等給付金（重傷病・障害）の支給裁定について　　　　　　　  

        警務課次席から、犯罪被害者等給付金支給裁定の申請受理及びこれに伴う調査・検討に

 　　ついて説明があり、審議の上、給付金を支給しないことを裁定した。

 

    (2) 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について　　　　　　　　　　 

        監察官室訟務官から、運転免許の更新処分を受けた者（１件１名）から、原処分を不服

　　として審査請求がなされたことに伴い、審査請求の概要等について説明があり、審議の上、

 　　審査請求の棄却を決定した。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　(3) 「バイバイ原発３．９きょうとデモ」の許可申請について　　　　　　　  

        警備部次長から、本年３月９日に実施される「バイバイ原発３．９きょうとデモ」の申

 　　請状況について説明があり、審議の上、申請を許可した。

 　

    (4) 令和６年能登半島地震に伴う「特別自動車警ら部隊（近畿管区第六次）」の派遣について

      地域課担当補佐から、警察法第60条第１項に基づく石川県公安委員会からの援助要求に

 　　ついて説明があり、審議の上、部隊の特別派遣を決定した。

 

　　(5) 警察職員の援助要求（令和６年１月分）の受諾について          

        公安委員会補佐室長から、令和６年能登半島地震に伴い、警察法第60条第１項に基づい
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　　て、石川県公安委員会から京都府公安委員会に対し援助要求がなされた部隊（１月分）に

　　ついて報告があった。また、これらについて、京都府公安委員会として受諾した旨を石川

 　　県公安委員会に回答をすることを決定した。

 

　　(6) 公安委員会宛て苦情について（受理２件、処理１件、意見・要望１件）    

　　　　公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、受理２件意見

　　要望１件の報告があり、処理方針を決定した。また、過日受理した公安委員会宛の苦情申

 　　出１件について、調査結果及び通知案の説明があり、審議の上、通知内容を決定した。

 

　４　聴聞等 

　　  運転免許関係行政処分について　　　　　　　　　　 　　　　　  　  　  

　　  交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴取

　の結果について説明があり、15件の行政処分を審議した。 

 

  ５　個別報告 

    (1) 運転免許事務等委託の一部変更等について　　                         

        交通部参事官から、本年４月１日からの運転免許事務等委託に関し、業務場所の一部変

 　　　更等を予定している旨、報告があった。　　　　　　　　　

 

    (2) 当面の行事予定等について                                   　  　 

        公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告

 　　　があった。


